
村名アペラシオン/Appellation Village
生産地域：Côte Chalonnaise
プルミエ・クリュのClimatsが23ある。
生産コミューン:Rully, Chagny
アペラシオンRULLYとRULLY PREMIER CRUはアペラシオン名の後ろに
Climat名を記載できる。

白:緑を帯びた黄金色。年を経ると黄金色が濃くなる。アカシア、サンザシ、スイカズ
ラ、非常に繊細なニワトコなどの生け垣の花のアロマ、スミレ、レモン、白桃、火打石
を擦った香りがする。熟成させると蜂蜜、カリン、ドライフルーツの香りが現われる。
口に含むとフルーティで、まろやか、オイリーで余韻が長い。非常にフレッシュで大理
石の光沢をもつ。
赤:チェリーのルビー色から濃いガーネット色まであり、黒い果実（カシス、ブラックベ
リー）や赤い果実（ビガロー種のサクランボ）、甘草、リラ、バラの花びらなどの香りが、
煮た果実、キルシュ、胡椒などの香りが現われる。味わいはフルーティでストラクチャー
があり、タンニンもほどよい。ぶどうを噛むような感覚が数年たつとなめらかに変わる。
口の奥が軽く締まるような感覚は、よい余韻とアフターフレーヴァーの兆候である。

白:非常に余韻の長い果実風味があり、口のなかで広がりがあるので、Rullyには
繊細な料理、柔らかい肉を合わせたい。川魚の蒸し焼き、たらちりがよい。フルー
ティなのでハードタイプのcomtéと合うし、チキンのクリームソースとも調和する。ア
ペリティフとしてもおいしい。
サービス温度:12～14℃
赤:若いうちはやや堅固であるが、そのストラクチャーはしっかりとして非常にフルー
ティなことに驚かされる。よってチキンのローストまたはソース添えと相性がよい。肉
を使ったリゾットやパスタ、またはぶりの照り焼きなどはそのなめらかさで、若いRully
の閉じているタンニンをまろやかにしてくれる。
サービス温度:14～16℃

AOCインフォメーション

ワインの特徴

ソムリエのおすすめ

www.bourgogne-wines.jp
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Rullyは歴史の古い村である。6世紀前から同じファミリーが所有しているシャトー、
エレガントな鐘をもつ教会、美しい家 と々公園がある。ディジョンのサン・ベニーヌ修
道院、有力なヴェルジェ家、ブルゴーニュ公などが、このCôte Chalonnaiseにある
畑を所有してきた。AOCは1939年に認定された。Rullyは赤と白のAppellation
Villageとプルミエ・クリュを産出する。19世紀初めから、Crémant de Bourgogne
の重要な生産地の一つでもある。

位置

さまざまなterroirs、日照、標高である。230〜300mの標高で、近隣のCôte de
Beauneの銘醸ワインに匹敵する。Pinot Noirは粘土の少ない褐色のカルシウム
土壌。Chardonnayは粘土石灰質土壌である。

TERROIRS

白ワイン:Chardonnay
赤ワイン:Pinot Noir

色/セパージュ

栽培面積*
1 hectare（ha）= 10 000m2 = 24 ouvrées
白:233.14 ha（うち66.94 haはPremier Cru）
赤:127.83 ha（うち27.42 haはPremier Cru）

年間平均収穫量** : 
1 hectolitre (hl) = 100 litres = 133 本
白:11 181 hl（うち3 234 hlはPremier Cru）
赤:5 282 hl（うち1 147 hlはPremier Cru）

生産量

Union des producteurs de Rully - Mairie - 71150 RULLY
www.rully-bourgogne.com

* 2010年 ** 2006〜2010年の5年間の平均

Rullyのコミューン:Le Meix Caillet, Marissou, La Fosse, Les Pierres,
Pillot, Raclot, Les Cloux, Rabourcé, Chapitre, Les Préaux, Molesme,
Agneux, La Bressande, Les Champs Cloux, Le Meix Cadot, Les
Montpalais, Grésigny, Les Margotés, La Renarde, Vauvry, La Pucelle.
Chagnyのコミューン:Clos du Chaigne（à Jean de France）, Clos Saint-
Jacques.

1er cruのClimats


